
弐
、
忠
厶
r

ア
ン
ケ
ー
ト

あ
な
た
は
叉
近

同
志
社
を
訪
問
さ

れ
て
、
ど
ん
な
感

想
を
お
も
ち
で
し

た
力

1
県
を
前
に
し
て
織
は
次
々
と
袈
票
建

ち
、
背
U
の
淋
し
い
一
器
~
今
い
ず
こ
と
い
う
有
様

で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
こ
一
議
い
た
い
こ
と

は
、
 
A
A
諸
国
の
指
諧
'
断
代
あ
る
べ
き
伺
木

田
の
進
取
的
学
園
製
社
と
し
て
、
海
外
譜
適

任
者
の
養
成
は
も
ち
ろ
ん
さ
ら
に
一
歩
狗
進

し
て
、
そ
れ
ら
の
身
近
な
筈
の
念
田
か
ら
の
剤

学
生
倫
極
的
な
門
戸
開
放
の
突
行
こ
そ
、
創
立

者
た
ち
の
進
歩
的
世
界
観
を
継
承
丁
る
所
以
で
も

あ
り
、
ま
た
同
時
に
百
年
の
大
計
と
な
る
で
あ
ろ

う
こ
と

0
ミ
ス
.
ア
ナ
ベ
ル
ト
.
T
.
タ
カ
ハ
シ
(
ハ
ワ
イ

大
学
学
生
、
日
鴛
専
攻
、
ホ
ノ
ル
ル
北
)

わ
れ
わ
れ
の
旅
行
団
が
黒
社
を
訪
問
し
た
と

き
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
様
式
の
建

物
や
、
み
ど
り
の
芝
生
を
見
て
お
ど
ろ
き
、
か
つ
、

う
れ
し
う
と
ぎ
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
に
、
同
志

社
と
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
と
の
関
係
、
新
晃
生
が

こ
の
学
園
を
た
て
ら
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
非
常
に

印
象
つ
け
ら
れ
ま
し
た
短
叫
問
の
訪
問
の
た

め
、
授
業
の
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
教
室
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
同
志

社
は
学
問
的
な
雰
囲
気
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
米
岡

の
ど
の
大
学
と
も
比
較
し
え
ら
れ
る
も
の
と
思
い

.

0
続
木
馨
(
昭
和

年
経
済
科
点
'
業

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

多
年
在
住
、
亜
南

産
業
社
長
)

今
般
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
か
ら
久
し

振
り
に
帰
国
し
て

、
り
ユ
ニ
オ
ン
で

は
遠
隔
地
よ
り
の

参
加
者
と
し
て
一

^
ψ
^
叩
^
を
い
た
^
き

ま
し
た
。
創
立
九

.
.冨'闇

物
往
来

阿
部
賢
一
氏
(
校
友
、
東
靴
会
委
員
)
こ
の

ほ
ど
早
稲
田
大
羔
蕊
塁
長
経
任
。

西
村
清
雄
氏
(
校
友
、
松
山
曾
一
段
名
誉
校
長
)

識
美
歌
「
や
ま
じ
、
し
え
て
の
作
者
。
松
山
市
名
誉

Ⅱ
^
に
靴
ル
四
さ
^
九
0

鳥
居
昌
治
氏
(
大
学
ヨ
ッ
ト
離
轡
)
全
日
木
送

手
権
総
介
で
昭
和
三
十
五
年
か
ら
連
竺
連
勝
と
い

う
ヨ
ッ
ト
史
ヒ
初
め
て
の
金
字
班
"
却
」
う
ち
立
て
た
。

千
宗
興
氏
(
法
人
評
議
員
、
リ
千
家
一
迷
十

^
月
四
口
^
ら
^
^
日
ま
^
^
^
一
じ
^
^
^
六
一
の
^

七
倒
際
青
年
会
議
砥
界
大
会
で
国
際
'
公
議

所
の
次
期
剖
会
頭
に
送
ば
れ
た
。
日
本
か
ら
副
会
頭

建
ぱ
れ
た
の
は
伺
氏
が
二
人
円
。

我
妻
誠
(
文
学
部
二
川
乍
)
古
賀
久
敞
(
法
学

部
二
回
生
)
両
氏
は
、
十
二
月
四
Π
、
系
市
内
の

大
学
に
学
、
優
秀
な
ア
ル
バ
¥
ト
学
生
に
憎
ら
れ
る

「
山
崎
賞
」
の
本
年
笈
響
と
し
て
、
嵳
綴

会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

岸
田
享
氏
(
校
友
、
京
都
小
央
市
民
認
嘔
防
局

☆
)
口
'
礼
社
会
福
祉
ク
ラ
ブ
代
衣
叺
敬
に
就
任
。

納
屋
嘉
治
氏
(
校
友
、
淡
交
經
々
R
)
卜
刀
ト

ロ
,
小
肌
L
1
年
会
僻
理
ナ
長
に
陛
。
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ま
す
。

0
ジ
ェ
ー
ン
.
M
.
ワ
ー
ラ
ー
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

ー
.
ニ
、

図
禽
館
司
辨
)

゛
づ

濯
は
司
判
と
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
図
小
鋪
に
も

つ
と
も
興
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
祠
志
社

を
訪
問
し
た
日
か
大
ま
た
ま
休
日
で
あ
っ
九
の

^
、
朋
^
さ
^
て
い
る
^
^
一
を
^
る
こ
と
^
で
き

ず
残
念
で
し
た
。
し
か
し
日
直
の
親
切
な
館
員
の

方
に
お
会
い
し
、
そ
の
案
内
で
だ
い
た
い
の
印
象

あ
」
う
る
こ
と
が
で
き
ま
し
九
0
 
た
だ
ご
言
、
と
く

に
印
し
あ
げ
力
い
こ
と
は
、
建
物
が
古
く
な
う
て

い
て
十
分
な
広
き
が
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
訪

問
二
Π
ま
え
に
、
東
京
の
田
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
り
っ
ぱ
な
、
徒
的
な
図
小
姑
を
"
ま
し
た
。

一
刀
る
と
伺
志
社
も
新
し
い
図
禽
鎗
が
禁
心
き
れ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
 
1
C
U
に
ま
き
る
計
西
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
二

大
図
富
が
、
日
本
の
土
地
に
め
ば
え
た
キ
リ
ス

ト
教
教
台
の
、
よ
き
証
左
と
な
る
こ
と
を
<
「
鰄
い

た
し
ま
す
。

テ
リ
サ
・
W
・
ウ
ッ
ド
教
授
(
フ
ル
ッ
ク
リ
ン

大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
、
経
済
学
)

オ
ー
ス
チ
ン
・
B
・
ウ
ッ
ド
教
授
(
同
大
学
、

心
理
学
)

一
、
四
回
生
が
就
識
運
動
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
不
況
に
暗
い
気
持
に
な
り
ま
し
九
。
全
学
生

か
職
業
N
導
就
職
相
倦
よ
り
、
な
お
一
川
の

W
カ
カ
ー
J
え
ら
れ
る
こ
と
都
占
寸
心
ま
す
。
利
た
ち

,
U
身
、
大
都
市
の
大
学
教
授
と
し
て
、
す
べ
て
の

学
生
が
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
女
*
佼
ど
ん
な

仕
心
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
碓
,
災
に
、
し
か

も
正
確
に
明
旨
し
う
る
も
の
は
な
い
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
科
科
伺
の
選
択
性
に
ょ

り
、
学
生
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
の
街
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
最
^
力
の
^
力
を
充
邦
す
る
と

と
も
に
、
計
画
名
、
川
榮
名
、
父
は
突
行
{
永
と
し

て
最
人
の
満
足
感
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
や
木
"
や

を
試
み
る
こ
と
か
で
き
ま
す
Π
木
の
よ
う
に
拡

大
し
つ
つ
ぁ
る
産
靴
会
に
お
い
て
は
、
「
<
上
人

格
の
教
育
」
や
、
精
神
的
、
社
会
的
、
政
治
父

は
人
語
可
能
性
の
発
達
の
た
め
に
は
、
ま
条

地
が
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
ま
す
。

ニ
、
日
木
の
学
生
た
ち
が
学
年
の
大
部
分
の
W

北
今
以
上
に
は
げ
み
、
学
乍
教
授
冊
に
ょ
り
以
上

の
一
需
の
あ
る
こ
と
を
梨
み
ま
す
。
学
生
時
代
以

上
に
「
知
的
筋
肉
」
を
霊
さ
せ
ろ
た
め
に
Π
山

て
り
ノ
ー
L
^
^
.
f
肝
U
 
^
喉
^
、
,
^
、
ワ
る
・
Π
上
゛
ご
゛
U
 
^

時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
西
明
氏
(
大
告
動
卓
離
川
督
)
三
十
三
年
オ

ー
ス
ト
一
フ
り
ア
司
モ
ー
、
ヒ
ル
ガ
叉
.
ト
一
フ
ィ
↓
ノ
ル

に
ト
ヨ
ヘ
ッ
ト
に
乗
っ
て
川
場
征
H
析
聞
卞
催
の

-
 
0
0
塒
門
ノ
ン
ス
ト
ッ
フ
・
エ
コ
ラ
ン
極
勝
し

ナ
勺
^
,
N
ヂ
ヰ
,
'
1
ν
,
Ⅲ
・
ー

西
村
豁
通
氏
(
経
洗
学
部
教
授
)
京
都
府
民
政
労

働
灣
N
司
問
題
研
究
枩
貝
に
跳
任
。

藤
井
正
三
氏
(
校
友
、
煉
:
人
丸
会
長
)
京
艀

の
労
研
妥

に
就
任

岩
田
宗
五
郎
氏
(
校
友
・
「
山
山
唱
然
街
儲

長
)
向
氏
は
嵐
山
ニ
ホ
ン
ザ
ル
」
の
研
究
に
力
を

介
わ
せ
力
内
'
"
と
助
氏
(
・
美
理
γ
部
研
究
具
理

N
)
と
と
も
に
 
1
 
月
姉
六
山
六
」
剤
丁
断
文

化
賞
」
を
お
く
ら
れ
た

吉
田
法
晴
氏
(
校
友
)
一
甜
か
ら
参
議
院
議
貝
(
社

会
党
)
に
器
さ
れ
て
い
た
削
氏
は
こ
υ
た
び
礒
貞

霄
"
し
誓
れ
て
北
九
升
山
の
市
上
送
挙
忙
立
咲
袖

す
る
こ
と
と
な
っ
六
。

西
村
五
郎
氏
(
校
友
、
ク
レ
ハ
ス
桜
商
会
収
締
役
)

こ
の
ほ
ど
大
阪
占
年
公
議
所
の
制
皿
Ⅱ
長
か
ら
、

^
勺
H
の
Ⅱ
ナ
R
に
枕
工
。

松
好
貞
夫
氏
(
校
友
、
豐
火
学
教
授
)
岩
波
新

「
大
仙
才
峩
民
」
を
叫
阪
さ
れ
た
既
川
こ
「
村

の
県
」
「
大
闇
と
六
姓
」
が
あ
る
。
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